BHCオヨビカンレンカゴウブツノグルタチオンホウゴウタイシャニカンスルケンキュウ by 石田, 三雄










学 位 の 種 類






いし だ みつ お
農 学 博 士
論 農 博 第 216号
昭 和 43年 11月 25日
学 位 規 則 第 5 条 第 2 項 該 当
BHC及び関連化合物のグルタチオン抱合代謝に関する研究
(主 査)
論文 調査委員 教 授 中 島 稔 教 授 石井象二郎 教 授 小野寺幸之進




質特異性を調べたところ, BHC各異性体や DDTなど比較的多種類の- ロゲンあるいはニ トロ化合物を
代謝する一方, グルタチオンに対してはきわめて高い特異性を示した｡ BHC各異性体の反応速度はα>




つぎに本酵素の一般的性質を調べたところ, 分子量約 36,000-38,000の比較的低分子のタ ンパ ク質
で, 水溶液は不安定であり, 乾燥すると長期保存にたえるが, 酵素タンパク質の変性がおこることが認め























ない, グルタチオン依存性酵素群の中での本酵素の位置づげを行なう一方, a-PCCH の代謝産物を単離
して, その構造が S-dichlorophenylglutathioneであることを証明した｡
以上のように本論文は BHCの毒物学的研究を発展させ, 最近急速にその性質が解明されてきたグルタ
チオン抱合代謝酵素との関連を追求 して, BHCの殺虫機構の解明に大きい貢献をしたものである｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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